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「第６期刈谷市障害福祉計画・第２期刈谷市障害児福祉計画（案）」 

パブリックコメントの結果について 

 

１ 実施状況 

(1)募集期間    令和 2 年 12 月 1 日（火）～令和 3 年１月 4 日（月）  

(2)意見の件数   8 件（4 人）  

(3)提出方法の内訳 メール：6 件、ファックス：2 件  

 

２  意見の概要と市の考え方 

 頁  意見の概要 市の考え方 

１ 
41 

(42) 

一定 の 支 援が 受 け られ る 障

害児に比べ本人の 努力にかか

ってくる障害者に 対する支援

として、新たな設備がなくても

取り組めるペアレ ントメンタ

ーやピアサポート の拡充を早

期に進めてはどうか。 

障害 者 に 対す る 支 援の 一 つ

として期待される ペアレント

メンターの確保や 当事者間の

情報交換の場とな るピアサポ

ート活動の推進に つきまして

は、活発な活動が持続できるよ

う取り組んでいきます。 

２ 
49 

(50) 

市民だよりでの障害理解促進

の啓発記事として障害に関する

マークの一覧の記事があるが、

マークを使用している人の声を

掲載すると、具体的になってわ

かりやすいのではないか。 

また、同内容の記事を社協だ

よりにも掲載してはどうか。 

障害 に 対 する 市 民 の理 解 促

進は、共生社会の実現に向けて

不可欠なものと捉えており、ご

意見を参考に効果 的な啓発の

実施について検討します。 

社協 だ よ りへ の 掲 載に つ い

ては今回のご意見 について 社

会福祉協議会に情 報共有を行

います。 
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 頁  意見の概要 市の考え方 

３ 
52 

(53) 

意思疎通支援事業の見込量確

保の方策として、手話通訳者及

び要約筆記者養成講座の開催が

挙げられているが、講座を広く

周知する方法として、市民だよ

りなどにサービス利用者の声を

掲載してはどうか。 

サー ビ ス の担 い 手 とな る 人

材確保の促進とサ ービス自体

の周知については、ご意見を参

考に効果的な周知 方法につい

て検討をしていきます。 

４ 

44- 

(45-

) 

サービス等の見込量について

月当りの延べ人数や総時間数で

表しているが、どのサービスが

不足していて緊急性が高いのか

が分からない。需要に対して、

供給できる量が不足している割

合を数字化して、緊急度の整理

をしてはどうか。 

また、市内サービスの運用状

況を毎年実施してサービス提供

事業者がサービス提供できない

事態にならない対策を講じてほ

しい。 

サー ビ ス の実 績 と 見込 量 に

つきましては、増加量が大きい

ものについて需要 が増大して

いくことを示しています。これ

により将来の必要 なサービス

見込量が認識でき るようにな

り、事業者の新規参入を促進し

ます。今後の施策検討の際には

サービスの利用実績をはじめ、

市内事業者からの 情報収集に

努め、サービス提供の確保に向

けて取り組んでいきます。  

５ 

44 

(45) 

46 

(47) 

47 

(48) 

53 

(54) 

幅広 い 事 業者 の 参 入を 促 す

ために、現状の事業所数及び目

標とする事業所の 数を掲載し

た方が明確で分か りやすいの

ではないか。  

また、第５期のサービスの見

込量と実績の数を 比較した形

で事業所数を掲載 した方が現

状及び課題も分か りやすくな

るのではないか。 

事業所の状況については、平

成３０年度から令 和２年度ま

での市内に所在す る事業所数

の推移を掲載します。 

事業 所 数 の目 標 値 につ い て

は、国の基本指針においては、

サービスの見込量 と各事業の

実施状況を活動指 標として示

しており、適正な目標値の基準

も明確でないこと から掲載し

ない予定です。 
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 頁  意見の概要 市の考え方 

６ 

36 

(37) 

47 

(48) 

 グループホーム についての

運営費に対する補 助事業につ

いて、どういった補助事業があ

るのか、どのような補助事業な

のかの注釈を掲載 した方が分

かりやすいのではないか。  

各補助事業については、対象

となる事業者や新 たに参入を

考えている事業者に対して、随

時、案内を行うことで周知を図

ります。 

７ 
48 

(49) 

福祉サービスの利用者数、相

談件数が年々と増 加していく

中で相談支援事業所数、相談支

援専門員の配置数 はあまり変

わらない状況である。第５期障

害福祉計画策定時 のアンケー

ト調査では、相談員が不足して

いるという回答も出ている。グ

ループホームや生 活介護等の

他の福祉サービス と同様に計

画相談支援におい ても新規及

び幅広い事業所の 参入が必要

と見込量確保の方 策に盛り込

むのが良いのではないか。  

計画 相 談 支援 の 項 目に お け

る見込量確保の方策について、

幅広い事業者の参 入が必要で

ある旨の記載を追加します。 

８ 
3 

(3) 

障害福祉サービス事業所の人

材確保については、「人材不

足」の意見が各事業所から多数

出ており自立支援協議会におい

ても地域課題として挙がってい

る。人材確保のために関係機関

との連携や福祉のイメージアッ

プにつながる情報発信が必要と

思われる。しかし、事業所だけ

ではなかなか解決に至らないた

め、市としても積極的な周知や

広報に取り組む方針を計画に盛

り込んでいただきたい。 

市と し て も福 祉 人 材の 確 保

は地域の重要課題 と認識して

います。計画では、今回示され

た国の指針を掲載しており、こ

れに従って周知・広報の具体的

な方法について、刈谷市障害者

自立支援協議会及 びその関連

部会において関係者間で協議・

検討を行っていきます。  

※（ ）内は最終計画案における該当頁  


